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＜連絡事項＞

· プログラム評価書式の項目見直しを5/9までに担当ペアで進めていく。項目内容の「程度と頻度」を具体的に記載すること。

· 昇格試験について、上級試験5/26(月)、5/29(木)２日間、中級試験5/27(火)、5/28(水)、5/30(金)３日間、時間は17:30～19:00、場所はメンタルケア病棟3階会議室。該当者は下館SGMへ受験日を申し込むこと。

· 5/8、AM10:00～ボイラー点検があり、それまでに風呂の湯をためておく事。シャワーの使用や湯船への足し湯は通常通り行っても問題ないとのこと。

· 5/6、陶芸の窯焼き作業（2回目）実施する。利用者様の作品を素焼きして行く予定。

· 5/6、ローテーション研修（木村巴さん）

＜利用者様情報＞

· 島浦美千男様～5/6よりデイケア正式利用。

· 秋山　和子様～5/2(金)の作業の時間にスタッフへ「“生理”という言葉を調べたいので辞書を貸

して欲しい」という訴えがある。その後スタッフが介入すると開いているページ

が“セックス”など性に関する言葉を調べていた様子。その後は落ち着いて定時

までデイケア利用する事が出来ている。

＜対応困難事例＞

· 伊籐　雄一様～エアロ中級であるのに関わらず中級を休んで上級を利用したいという訴えがある。

理由としては麻雀のメンバーが揃う時間に合わせて調整しているということも考

えられる。今後は本来参加するべき中級の参加を条件とし、体力的に余裕があれ

ば上級にも参加するように本人に伝えること。肺気腫によるめまいやふらつきの

おそれもあるためエアロ上級参加時は注意して見守りすること。

＜事例検討＞

高橋　百寿様（38）　男性　統合失調症・糖尿病

デイケア利用月数：２年３ヶ月

○現在の治療計画

· 安定した状態で通所できる

○現在の状態

· 4月からはデイケアをほとんど休むことなく利用できている。休むときは必ず連絡することができている。本人は「このままの状態がつづけばいいなと思っている」とのこと。

· プログラムは積極的に参加し、運動や革細工など真剣に取り組んでいる。頑張りすぎるところがある。

· 生活リズムについては午前5:00に起床し体調も良いとのこと。

· 服薬に関しては朝食後すぐに服薬すると調子が悪くなるので午前9:00に飲むようにしている。

· 身だしなみはきちんとしている。

· 肥満について自分自身で痩せようと努力しており、昨年11月に4kg減少してから増加していないとのこと。体重が増加しないように自分なりにコントロールして生活している

· 対人関係については周囲に気を使って会話していることが伺われる。以前に比べ相手に対して気を使い言葉を選んで会話をしている。

○今後の対応・治療計画

· 対人関係やカロリーコントロールなどに気を使う事でストレスが蓄積し状態が悪化するおそれもあるため、こまめに話し掛けて本人の話を聞き、様子を観察していくことが必要である。










